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呉
蘭
庭
の
「
元
豊
九
域
志
」
校
定
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

元
豊
九
城
志
は
寫
本
で
傅
へ
ら
れ
た
。
不
宰
に
し
て
そ
の
宋

刊
本
は
い
ま
だ
我
９
　
さ
れ
て
ゐ
た
い
。
ま
た
元
明
時
代
に
も
こ

れ
が
刊
行
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
を
闘
か
た
い
の
で
あ
る
。
清

初
に
も
そ
の
流
傅
は
頗
る
ま
れ
で
あ
っ
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

た
だ
、
こ
れ
に
二
種
類
の
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
早
く
朱
葬

椋
が
、

　

九
城
七
心
十
巻
。
元
豊
中
丹
陽
王
存
正
中
被
旨
。
班
ハ
曾
肇
李
徳

　

句
共
撹
。
箕
見
宋
彙
本
于
見
山
徐
氏
。
失
四
京
第
一
巻
。
次

　

谷
亦
多
同
文
。
特
府
州
軍
監
謁
均
有
古
跡
一
門
。
蓋
民
閲
流

　

行
之
書
。
而
此
則
紅
辻
本
也
。
故
晃
公
武
読
書
後
志
有
新
値

　

九
域
志
之
日
。
共
進
表
上
陳
文
直
筆
核
。
洵
不
抜
乎
北
ハ
言
者
。

　

宋
築
字
小
而
密
。
斯
則
格
紙
軒
朗
。
便
於
老
眼
。
覧
卯
極
篤

り｀

て

日

　

比

　

野

　

丈

　

夫

　

可
重
‥
。
抄
而
挿
謝
架
。
徳
拐
別
府
元
豊
郡
囚
志
三
十
巻
岡
三

　

谷
。
戯
宋
啓
交
志
。
（
『
曝
書
事
集
』
窃
四
四

　

践
元
豊
九
域
志
）

と
い
０
　
、
か
れ
が
徐
乾
學
の
傅
造
桃
に
お
い
て
か
つ
で
見
た
と

い
ふ
宋
刊
本
と
、
自
か
ら
の
抄
し
得
た
ろ
本
と
の
相
違
を
の
べ

て
ゐ
ろ
。
た
だ
し
傅
是
櫓
に
果
し
て
宋
刊
本
が
あ
つ
た
か
ど
う

か
、
朱
氏
以
外
に
は
見
九
と
い
ふ
人
が
た
い
の
で
疑
問
で
あ

り
ぺ
兄
公
武
の
『
郡
斎
讃
書
志
』
に
も
・
新
石
九
域
ぷ
の
‐
０
　
な

　
　
　

③

い
の
ご
、
朱
氏
の
こ
の
践
文
汪
後
の
學
浙
に
い
ろ
い
ろ
の
誤
り

か
・
傅
へ
た
も
の
で
あ
る
。
朱
氏
の
抄
し
得
た
本
の
原
本
が
刊
本

で
あ
つ
た
か
、
寫
本
で
あ
う
几
か
、
ま
た
何
人
が
も
つ
て
ゐ
た

か
と
い
ふ
こ
と
も
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
・
ぐ
元
豊
の
経
進
本
な

り
と
断
定
し
た
理
由
は
、
字
醵
大
き
く
醒
裁
め
立
派
な
こ
と
と

と
も
に
、
お
そ
ら
く
倦
首
に
進
書
の
序
文
あ
・
る
が
た
め
で
あ
・
ら
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う
・
『
文
淵
閣
書
目
い
十
八
』
を
み
る
と
、
九
域
志
に
ぽ
五
号

本
と
二
冊
本
の
二
部
が
あ
尽
か
、
そ
の
内
容
の
相
違
は
も
と
よ

り
、
刊
本
な
り
や
寫
本
な
り
や
も
知
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
し
か

し
種
々
の
陥
か
ら
し
て
、
五
冊
本
の
方
が
朱
彝
尊
の
い
は
ゆ
る

紅
進
本
に
相
宿
す
る
こ
ぺ
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
っ
貼
、
こ
の

書
に
二
系
統
の
あ
っ
た
こ
と
は
明
初
に
ま
で
湖
り
う
ろ
の
で
あ

る
。

　

乾
降
の
遺
書
採
集
に
あ
た
っ
て
、
浙
江
巡
撫
か
ら
は
前
後
十

二
次
に
わ
た
っ
て
の
進
呈
が
行
は
れ
た
が
、
第
二
次
の
芭
抄
本

九
種
の
う
ち
に
、
「
九
域
志
九
巻
宋
王
存
等
撰
十
本
」
と
あ
り

第
四
次
の
汪
啓
淑
家
呈
坦
本
の
う
ち
に
、
「

新
定
九
域
志
十
巻

　

⑤

二
十
木
」
と
あ
る
。
（
『
各
省
進
呈
書
目
』
に
よ
る
）
こ
の
二
者
が

そ
れ
ぞ
れ
『
浙
江
採
進
書
總
録
』
（
戊
集
）
に
み
え
ろ
、
「
九
域

志
十
倦

　

汲
古
閣
影
宋
寫
本
」
「
新
定
九
域
志
十
巻

　

寫
本
」

に
相
常
す
る
こ
と
ば
い
ふ
ま
で
も
な
か
ら
う
。
總
４
　
ド
は
前
者

に
つ
い
て
王
存
の
序
文
を
引
川
し
つ
い
で
、

　

按
此
書
流
傅
頗
旱
。
朱
好
尊
訓
昆
山
徐
氏
所
蔵
宋
草
本
首
府

　

飲
春
。
茲
本
亦
従
宋
刻
精
草
。
有
首
巻
而
訣
末
巻
、
良
信
得

　

災
門
朱
氏
抄
足
之
。
始
成
完
聖
云
。

と
い
ふ
。
す
な
は
ち
浙
江
巡
撫
の
進
呈
本
は
汲
古
閣
の
影
宋
寫

本
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
十
寝
の
う
ち
最
後
の
一
巻
を
訣
い

て
ゐ
た
の
で
、
進
呈
に
際
し
蘇
州
の
朱
煥
の
家
蔵
本
を
借
り
て

補
寫
し
た
と
い
ふ
わ
け
で
あ
る
。
『
各
省
進
呈
書
目
』
に
九
寝

と
あ
る
の
は
元
来
の
汲
古
閣
の
寫
本
の
み
に
つ
い
て
い
っ
た
も

の
で
あ
ら
う
か
。
『
汲
古
閣
珍
蔵
宋
板
書
目
』
に
は
、
「
九
域
志

十
本

　

宋
板

　

精
妙

　

八
雨
」
と
あ
る
。
十
本
と
あ
る
か
ら
元

来
十
寝
完
全
で
あ
っ
た
も
の
が
、
明
清
鼎
漆
の
際
に
第
十
谷
Ｑ

一
本
が
失
は
れ
た
心
か
も
知
れ
な
い
。
朱
胆
諒
が
抄
し
得
て
経

進
木
と
断
定
せ
る
も
の
は
ま
さ
に
こ
の
系
統
の
本
な
の
で
あ

る
。
つ
ぎ
に
後
者
の
新
定
九
域
志
に
つ
い
て
は
總
録
に
、

　

わ
即
前
嗜
特
於
府
州
軍
監
胚
均
添
古
跡
一
門
。
蓋
常
時
民
間

　

流
行
之
本
。
故
見
公
武
読
書
志
府
新
供
九
域
志
之
‐
。

と
あ
っ
で
、
こ
れ
が
朱
彝
尊
の
傅
是
檜
に
お
い
て
地
た
と
い
ふ

本
と
同
じ
系
統
の
も
の
た
る
ば
い
ふ
ま
で
も
た
い
。
要
す
る
に

二
種
の
九
域
志
は
寝
敷
も
と
も
に
十
谷
で
内
容
に
も
大
差
な
い

が
、
た
だ
各
府
州
軍
監
懸
に
古
跡
の
一
條
が
添
加
さ
れ
て
ゐ
名

か
い
た
か
が
相
違
し
て
ゐ
る
。
こ
の
古
跡
の
あ
・
る
方
が
柴
し
て

応
く
か
ら
新
定
と
い
ふ
文
字
を
冠
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ど
う
か
。
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あ
ろ
ぴ
ぱ
朱
双
舘
が
古
跡
な
き
を
紅
進
原
私
と
し
、
古
跡
あ
る

を
そ
の
後
の
民
間
流
行
之
書
と
好
へ
左
九
め
に
、
進
‥
　
1
7
　
に
あ
た

っ
て
後
１
　
に
新
定
の
欠
字
を
加
へ
だ
の
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ

ろ
。
し
か
し
新
定
の
欠
字
は
と
も
か
く
も
、
こ
れ
が
南
宋
に
な

っ
て
一
個
の
改
号
七
施
さ
れ
た
民
問
流
行
の
俗
書
で
あ
っ
か
こ

　
　
　
　
　
　
　

⑥

　
　
　
　

’

と
げ
誤
り
あ
る
ま
レ
。

　

『
四
巾
企
土
‥
總
目
提
が
』
宣
部
地
理
。
細
こ
に
け
、
元
？
九
域

志
の
條
に
「
雨
江
總
行
採
進
水
」
と
あ
り
、

　

前
略

　

此
焉
開
１
　
晋
影
抄
宋
刻
。
乃
元
豊
間
経
進
水
。
後
収

　

徐
乾
牟
傅
是
付
中
。
字
頂
滑
川
。
説
問
亦
少
。
惟
怯
共
第
十

　

谷
。
今
以
蘇
州
朱
煥
家
抄
収
柚
之
。
首
尾
完
兵
。
按
張
炭
雲

　

谷
雑
記
拐
。
南
波
後
間
中
刊
書
不
精
。
如
睦
州
。
宣
和
中
始

　

改
巌
州
。
而
新
定
九
域
ぶ
直
改
篤
蔽
州
。
今
桧
此
水
内
陸
州

　

之
名
句
未
頁
改
。
則
共
出
於
北
宋
刻
本
可
知
矣
。
近
時
馮
集

　

梧
校
刊
此
書
。
毎
巻
木
具
列
好
誼
。
片
片
桂
亦
此
４
　
厄
。

と
あ
る
。
毛
晋
の
影
抄
宋
刻
本
が
の
ち
に
籍
是
作
に
収
せ
ら
れ

た
と
い
ふ
の
ば
、
明
ら
か
に
朱
餌
諒
の
欧
文
を
誤
解
し
か
も
の

で
事
慌
て
は
な
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
四
庫
全
書
の
底
本
に
た
っ

た
も
の
・
が
毛
晋
の
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
「
雨
江
總
督

採
進
水
」
と
あ
る
の
は
ど
う
し
て
も
不
可
解
で
、
さ
き
に
も
述

べ
た
や
う
に
Ｉ
－
浙
江
巡
撫
採
進
収
に
」
と
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

す
ご
あ
る
。
も
つ
と
も
『
各
省
恋
‥
玉
‥
目
』
に
よ
れ
は
、
第
一

次
の
雨
江
進
‥
エ
本
の
う
ち
に
、
　
１
九
域
１
　
　
心

　

宋
王
存
著

　

六
本

抄
本
」
と
み
え
る
が
、
こ
れ
は
と
く
に
睨
誤
臼
多
い
悪
本
だ
つ

　
　
　
　
　
　

⑦

た
や
う
で
あ
る
。
古
跡
の
あ
る
新
定
九
域
志
の
方
は
四
庫
企
書

で
は
地
川
類
存
‐
の
部
に
か
さ
め
ら
れ
、
提
要
に
は
　
１
浙
江
汪

啓
淑
家
蔵
本
」
と
し
て
、

　

此
書
侃
ハ
宋
玉
が
等
所
撰
元
豊
九
域
志
。
文
鼓
相
同
。
惟
府
州

　

軍
監
脚
下
多
出
古
蹟
一
門
。
詳
略
失
宜
。
硯
原
書
頗
焉
訃
雑
。

　

…
…
…
而
古
蹟
一
門
。
営
即
辻
八
時
坊
賢
所
増
入
矣
。

と
あ
り
、
こ
の
書
に
つ
い
て
は
一
座
問
題
は
な
い
も
の
と
思

ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

二

　

刊
行
さ
れ
た
九
域
志
に
は
、
武
英
股
聚
珍
版
本
の
ほ
か
、
馮

隼
梧
に
よ
る
校
定
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
乾
降
四
十
九
年
一
広
の

校
訂
を
了
へ
て
刊
刻
し
、
さ
ら
に
五
十
三
年
に
袖
校
刊
刻
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
馮
氏
の
同
書
に
附
せ
ろ
乾
隆
四
十
九
年
の
識

語
に
ば
つ
ぎ
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
ゐ
ろ
。
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右
元
豊
九
域
志
十
倦
。
係
従
宋
刻
草
本
抄
得
者
。
中
亦
不
無

　
　
　

同
文
。
然
首
尾
備
具
。
因
取
各
本
１
　
校
。
分
注
其
下
。
其
曰

　
　
　

汀
本
者
。
則
釆
進
遺
書
時
。
江
南
書
局
所
進
本
。
日
浙
本
者

　
　
　

浙
江
書
局
所
進
本
也
。
江
本
殊
多
脱
誤
。
叉
有
嘉
定
王
氏
本
。

　
　
　

尨
ハ
浙
本
多
同
。
惟
首
無
間
巻
。
朱
竹
蛇
先
生
謂
。
良
山
徐
氏

　
　
　

所
収
宋
堅
牢
失
四
京
第
一
巻
。
而
府
州
軍
監
均
有
古
注
一
門
。

　
　
　

差
民
問
流
行
之
書
。
今
浙
本
正
復
如
此
。
具
題
誹
将
新
定
九

　
　
　

域
ル
心
。
云
々

　
　

提
要
で
は
馮
氏
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
原
本
は
や
は
り
毛
１
　
ｏ

　
　

影
抄
宋
刻
本
で
あ
ら
う
と
い
つ
て
ゐ
ろ
が
、
馮
氏
自
身
の
識
語

　
　

に
よ
る
七
た
だ
「
係
従
宋
刻
草
本
抄
得
浙
」
と
の
み
括
し
て
ゐ

　
　

る
。
さ
う
し
て
こ
れ
・
6
　
7
も
と
と
し
て
、
四
庫
誼
の
江
南
ヱ
‥
○
川

　
　

進
水

　

１
ｔ
各
省
進
呈
書
目
に
九
域
志
、
王
存
著
、
六
本
抄
本
と

　
　

あ
る
も
の
Ｉ
と
浙
江
書
局
所
進
本
－
－
新
定
九
域
志
と
題
す

　
　

ろ
古
跡
あ
る
も
の
、
四
京
第
一
巻
を
訣
く
Ｉ
と
を
以
つ
て
校

　
　

訂
し
た
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
、
富
時
四
庫
仝
岩
館
に
は
す
で
に

　
　

こ
れ
ら
江
本
浙
本
の
ほ
か
、
毛
１
　
の
影
抄
宋
刻
本
も
人
つ
て
ゐ

９

　

た
ぱ
す
て
有
つ
て
、
前
二
本
を
參
校
し
う
る
と
す
れ
ば
、
常
然

３

　
　

毛
管
の
奏
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
に
違
浩
な
い
゜
し
か
ろ
に
馮

氏
は
毛
晋
の
本
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
と
思
は
れ
る
に
も
か
か

は
ぢ
す
、
敢
て
こ
れ
を
明
記
せ
す
、
た
だ
「
係
従
宋
刻
草
本

抄
得
者
」
と
孵
し
て
ゐ
る
の
ぱ
如
何
た
る
理
由
か
ら
で
あ
ら
う

か
。
さ
ら
に
も
つ
と
も
不
思
議
な
の
は
武
英
殿
聚
珍
版
本
の
元

豊
九
域
志
と
こ
の
馮
氏
の
校
定
本
と
が
内
容
に
お
い
て
本
文
、

校
語
と
も
に
全
く
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
馮
本
に
は
本

文
示
雙
行
に
な
つ
て
ゐ
る
部
分
が
多
い
の
に
反
し
て
聚
珍
版
本

は
企
部
軍
行
で
あ
る
と
い
ふ
醵
裁
の
相
違
ｏ
ぽ
か
、
校
語
に
馮

本
で
は
江
本
、
浙
本
、
あ
る
ぴ
ぱ
こ
れ
を
併
せ
て
江
浙
本
と
異

本
を
明
記
し
て
ゐ
る
の
に
、
聚
珍
版
本
で
は
す
べ
て
こ
れ
を
別

本
と
い
ふ
名
に
統
一
し
て
ゐ
る
猫
に
相
違
か
お
る
。
ご
う
し
て

馮
本
に
は
各
巻
末
に
詳
細
な
放
澄
を
附
し
て
ゐ
ろ
が
、
聚
珍
版

本
に
げ
こ
れ
が
た
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
雨
書
が

離
る
べ
か
ら
ざ
る
開
係
に
あ
る
こ
と
は
す
で
に
明
白
ご
あ
ら

　

馮
本
元
豊
九
域
志
に
つ
い
て
、
王
囚
維
目
。

　

此
μ
安
災
皆
石
先
生
所
校
也
。
蔽
九
能
書
7
1
　
代
史
記
柄
誤
柚

　

後
云
。
行
石
先
生
所
校
元
豊
九
域
ぶ
。
最
平
生
川
意
之
作
。

　

県
に
人
刻
之
。
不
存
己
姓
名
。
叉
災
脊
石
先
生
墓
誌
銘
云
。
先
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生
之
川
京
師
山
。
朝
貴
緩
致
幣
物
。
乞
代
作
詩
文
。
初
不
少

糾
。
至
乞
北
｛
枚
定
之
書
。
刻
以
行
世

○・、

削
先
生
姓
名
。
々
川
知

　

比
ハ
市
者
。
篤
之
呼
憤
。
先
生
弗
校
也
。
是
馮
氏
此
比
‥
。
竃
出

　

百
石
先
生
手
、
微
九
能
記
此
事
。
川
後
世
且
ハ
誰
知
之
。

　

（
『
利
堂
別
集
捕
心
』
元
ひ
九
域
志
皺
）

と
の
べ
て
、
馮
本
の
校
定
は
糎
は
災
蘭
庭
の
手
に
出
づ
る
こ
と

七
明
ら
か
に
し
た
。
巌
元
照
（
九
能
）
の
文
に
と
も
に
『
悔
眼
限

⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

文
』
の
う
ち
に
１
　
さ
め
ら
紅
て
ゐ
る
。
災
蘭
庭
は
貼
安
（
湖
州
）

の
人
、
乾
降
三
十
九
年
の
４
　
　
人
で
あ
る
が
、
七
度
祀
部
試
に
庄

じ
て
っ
ぴ
に
迎
十
に
た
れ
た
か
っ
た
。
し
か
し
詩
文
に
長
じ
、

と
く
に
史
際
に
精
し
く
、
窓
際
誠
か
ら
那
昔
涵
と
鼓
び
繕
さ
れ

た
た
い
ふ
。
蔵
元
照
の
「
災
百
石
先
生
墓
誌
銘
」
に
よ
れ
げ
、

　

具
読
史
也
。
尤
完
心
於
地
川
織
官
。
於
共
沿
革
建
世
紛
旱
諮

　

胤
卒
不
可
川
費
。
鈎
稽
探
索
。
１
　
得
其
條
貫
。
上
下
千
除
年

　

瞭
如
指
掌
。

と
あ
っ
て
、
地
理
の
學
を
好
ん
だ
こ
と
、
ま
た
弟
［
央
岫
史
の

「
百
石
大
兄
傅
」
（
嘉
業
堂
刊
本
『
岩
石
詩
文
存
』
附
毀
）

　

に
ょ
れ

ば
、

　

恥
見
出
‥
。
恪
詩
文
。
大
郎
寄
名
他
氏
。
云
々

と
あ
り
、
京
師
に
あ
っ
て
回
書
［
篆
修
子
四
仰
の
書
ｏ
校
閲
た

ど
の
ド
う
け
を
や
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
わ
か
う
ツ
ブ
ヤ
心
、
そ
０

馮
年
梧
と
０
関
係
に
至
っ
て
ぱ
た
だ
王
岫
泉
０
『
湖
雁
詩
傅
』

（
を
～
十
三
）
に
、
壮
年
の
と
き
か
ら
六
十
徐
双
ま
で
京
師
に
流

寓
し
、
馮
編
修
集
梧
の
家
に
寓
し
か
と
あ
る
ば
か
り
Ｉ

嘉
業
学
刊
『
百
石
詩
文
存
』
に
附
せ
ろ
劉
爪
幹
ｏ
以
に
は
、
何

回
よ
ブ
に
も
の
か
や
や
詳
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　

乾
降
甲
午
畢
於
郷
。
七
吃
祀
試
不
惑
。
生
馮
縮
修
果
梧
家
。
編

　

修
校
劾
群
頴
。
如
孜
定
元
豊
几
城
ぶ
。
燈
沁
杜
奥
川
集
。
皆

　

川
児
生
手
。

と
記
し
て
ゐ
る
。
光
緒
『
貼
安
膳
去
』
公
宍
四
十
五
人
物
仲
儒
林
）

に
も
、

　

佐
桐
郷
馮
集
梧
。
校
刻
元
豊
九
城
志
。
杜
牧
之
詩
注
。
畢
氏

　

績
油
鑑
等
書
。
叉
劣
定
宋
人
中
祚
符
脱
出
。
以
北
ハ
徐
事
。
及

　

於
詩
文
。

と
あ
る
。

　

と
も
か
く
も
馮
集
梧
０
校
刊
せ
Ｉ
唱
九
域
志
が
全
く
災
百
石
Ｏ

兄
留
京
師
。
受
鋳
纂
修
官
１
　
及
校
閲
四
庫
書
。
囚
得
盆
誼
所

　
　

手
に
紅
り
、
し
か
も
巌
元
照
の
弧
訓
し
て
ゐ
る
や
う
に
最
も
平
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生
用
意
０
作
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
定
１
　
と
し
て
認
め
ら
れ
て

よ
い
で
あ
ら
う
。
そ
の
孜
謐
も
や
は
り
災
氏
の
手
に
た
っ
た
も

の
・
で
あ
る
こ
と
い
ふ
支
で
も
あ
る
ま
い
。
し
か
し
馮
氏
め
災
氏

を
遇
す
る
態
度
は
ど
う
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
巌
氏
が
百
石
先
生

墓
誌
銘
０
う
ち
に
、
「
至
乞
共
校
定
之
書
。
刻
以
行
世
。
剖
先

生
姓
名
。
友
朋
知
其
事
１
　
。
協
之
呼
憤
」
と
公
憤
の
一
端
を
漏

ら
し
て
ゐ
る
の
ぱ
、
専
ら
馮
集
梧
に
對
し
て
殺
せ
ら
れ
た
も
の

の
や
う
で
あ
る
。
そ
の
幕
下
の
學
苛
々
遇
す
る
酷
薄
な
態
度
が

う
か
が
は
れ
、
そ
の
人
柄
も
し
の
ば
れ
ろ
。
事
賓
そ
の
校
刊
せ

る
九
域
志
に
は
乾
際
四
十
九
年
及
び
五
十
二
年
の
二
度
に
げ
。
つ

て
識
語
を
附
し
て
ゐ
る
が
、
一
言
臭
氏
の
こ
と
に
言
及
し
た
諭

は
見
受
け
ら
れ
た
い
。
し
か
し
名
利
に
恬
淡
た
る
災
氏
は
い
さ

さ
か
も
こ
れ
を
意
に
介
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

三

　

さ
て
馮
集
梧
は
光
緒
『
桐
郷
聡
志
』
（
谷
十
五

　

人
物
志
文
苑
）

に
よ
れ
ば
、
乾
降
四
十
六
年
の
進
士
で
翰
林
院
に
入
っ
靴
と
あ

る
。
か
れ
が
四
庫
全
書
の
纂
修
に
開
係
し
か
こ
と
は
『
四
庫
全

書
總
目
提
要
』
巻
首
０
「
辨
理
一
四
庫
全
書
在
事
諸
臣
職
名
」
（
乾

降
圓
‥
十
七
年
七
川
）
か
。
み
れ
ば
、
繕
書
處
分
校
官
の
う
ち
に
翰

林
院
庶
吉
士
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
し
か
し
四
庫
全
書
の
第
一
部
が
完
成
し
た
の
は
乾
隆
四

十
六
年
末
の
こ
と
で
あ
り
、
提
要
も
ま
た
そ
の
年
の
う
ち
に
完

成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
馮
氏
は
纂
修
職
官
の
間
に
名
を

つ
ら
ね
て
ゐ
て
も
、
殆
ん
ど
賓
際
の
仕
事
に
ぱ
ふ
れ
・
な
か
っ
か

も
の
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
弧
本
九
域
志
は
、
馮
氏
の
識
語
に

よ
る
に
乾
隆
四
十
九
年
一
た
ん
校
刊
を
終
へ
た
が
、
そ
の
後
陳

ｍ
の
得
た
ろ
銭
巡
王
倍
証
本
を
見
る
に
及
ん
ご
、
孜
胆
に
袖
刊

を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
馮
本
九
域
志
０
　
四
庫
全
書
と

は
全
く
無
開
係
に
作
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
が
、
聚
珍
版
本
と
馮

本
と
の
完
全
た
る
一
致
は
如
何
に
し
て
茂
明
す
れ
ば
よ
い
ｏ
で

あ
・
ら
う
か
。
一
座
は
馮
集
梧
が
囮
‥
庫
ｏ
書
七
ぬ
す
み
、
こ
れ
に

放
浪
を
附
し
ヱ
自
分
の
名
に
お
い
で
刊
刻
し
た
の
で
ば
な
い
か

と
い
ふ
想
像
も
成
立
っ
で
あ
ら
う
。
果
し
て
し
か
ら
は
災
蘭
庭

の
作
っ
た
も
の
は
た
だ
孜
誰
だ
け
な
の
で
あ
ら
う
か
。

　

そ
れ
で
は
九
域
志
の
本
文
の
校
勘
と
放
誰
と
は
全
く
開
係
の

た
い
別
佃
０
も
の
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
に
、
決
し
て
さ
う
と
は

考
へ
ら
れ
た
い
。
例
へ
ば
、
巻
六
江
南
束
路
市
康
軍
都
昌
螺
の

條
の
公
誰
に
、

-75-



312

　

摺
パ
有
石
浦
山
。
平
梧
按
。
石
各
木
倶
作
上
。
浙
太
平
宜
宇

　

記
。
石
‥
鍾
山
在
俗
北
二
百
一
十
皿
。
今
披
改
。

と
あ
り
、
本
文
に
石
に
作
っ
て
ゐ
ろ
。
聚
珍
版
本
も
同
じ
く
石

に
作
そ
す
な
は
ち
木
文
中
、
各
本
と
も
に
一
致
し
八
文
字
で

あ
っ
て
も
、
典
桂
が
か
つ
て
誤
り
の
明
ら
か
た
も
ｏ
け
こ
れ
七

訂
ｆ
し
、
放
誰
に
そ
の
理
由
を
述
べ
て
ゐ
ろ
［
で
あ
フ
「
本

文
と
放
誰
と
は
原
米
不
可
分
の
開
係
に
あ
ろ
も
の
と
い
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
同
様
な
例
ぱ
な
ぼ
次
の
ご
と
く
二
１
　
Ｌ
節
簡
條
に
上
る

の
で
あ
る
。

　　　

十九

　　

八

　　　

七

　　

六二

　　　

－!谷

　

同同省虞同利同梓成同荊河京同四

ト

　　　

庭南

　

州

　

州都

　

湖北西

　

京！

　　　

州東

　　

路

　　

路府

　　

北東北

　　　

！所

　　　

軍路

　　　　　

路

　

路路路

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

眉

　

同廣利桂剣聞懐貢成は部翼滑北南

　　

併州州州州安州都州州州州京京

　　

路路係陰西軍磐府暇武蕃地地地

　　

澄大一平水金石新三昌四理理珊

　　

州安十麻暇水牒都ノ牒

　　

ノ

　

ノ

　

ノ

　　　

軍ノ

　　　

懸

　

絲條

　　

條條條

　　　　

條

一一一

　　　　　

一一

　

縦上至専馬普内磐禰河西李洛原京！

　

州戈遜州閣安莽石犀陽巻億

　

闘東

　

Ｍ

　　

暇三

　

止鍋揃小節暇山鋲

　　　　　

゛

　　　

年

＿__＿＿･_

　　　　　　　　　　　　　　　　　

_＿_

　

_._

　

鼓止催溥馬響自磐顛潭西李陪博況東ｉ

　

州戈遜州閣安芳石牟陽塞晏

　

ry.m Aりー

　　

暇二

　

山揃揃山詞暇山揃

　

■im

　　

皿１

　　　

年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

相

　

雨通本本火影通大通唐元通一本本

　

唐典志志子書鑑果鑑書和鑑統志志，

　

書

　　　

省斑地二賢二地郡周志・

　　

バl

　

地

　　　

庭宇理七宇七理総顧

　

太

　

｜

　

理

　　　

州記志三記七志志徳

　

子

　

｜

　

志

　　　　

軍

　　　　

所

　　

註

　　　　

二

　　

斑

　

゛

　　　

゛

　　　

引

　　　　　　　

年

　　

宇

　　

｜

　

木

　　　

宋｀

　　　

九

　　　　　　　

正

　　

記

　　

｜

　

志

　　　　

史

　　　　

域

　　　　　　　　

月

　　　　

地

　　　　

志

　　　　　　　

註

　　　　　　

肺

　　　　

理

　　　　

志

一一一一一一一一

　

一一一一一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㈲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

！老

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ

ｰ-一一----－－
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同

　

同化
外
州

同

　

同同

　

同

同

　
　

籾
州

同

　
　

南
俵
州

利
州
路
悉
州

同

　
　

恭
州

同

　
　

柘
州

同鍵
州
路
啖
州

都
村
踊

円
儀
州

識
白
四

集
和
司

兄
珠
貫

直
州

禎
仁
司

一一一一一一一一一 一 一 ‥

祁
邦
牒

唐
義
州

識
臼
聡

和
集
聡

貫
ハ
析
字

縦
州

印
江
聡

　
　
　

こ
の
誤
り
七
訂
正
し
た
箇
所
は
聚
珍
版
本
も
す
べ
て
同
様
で
あ

　
　
　

る
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
以
っ
て
し
て
も
、
馮
氏
の
校
刊
本
と

　
　
　

聚
珍
版
本
と
の
本
文
が
同
一
で
あ
ろ
と
い
ふ
こ
と
が
か
か
る
で

　
　
　

お
ら
う
。
従
っ
て
、
も
し
雨
者
の
底
本
が
同
一
で
あ
ろ
と
す
れ

　
　
　

ば
、
四
庫
全
書
本
は
提
要
に
ヽ
に
底
本
と
し
て
毛
皆
の
影
抄
宋
刻

　
　
　

か
川
ひ
た
と
い
っ
兄
ゐ
る
が
、
少
く
と
も
こ
・
の
二
十
能
簡
條
だ

　
　
　

け
ば
原
文
を
改
訂
し
て
ゐ
ろ
０
で
あ
‘
つ
て
、
こ
の
理
山
を
考
猷

　
　
　

し
て
ゐ
友
い
の
ぱ
茫
穴
良
心
的
で
な
い
と
い
ぱ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　

換
言
す
れ
ば
聚
珍
版
本
丁
な
げ
ち
四
庫
企
爪
‥
本
に
馮
本
の
放
誰

３

　
　

と
共
存
し
て
こ
そ
始
め
て
意
義
を
も
っ
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
で

３

　
　

き
ろ
で
あ
ら
う
ぃ
そ
れ
で
ぱ
馮
本
九
域
志
が
ま
づ
で
き
て
ゐ

新
唐
書
地
理
志

通
典

元
和
郡
聡
志

地通

理叫

－

　

●志元

和
郡
紐
士
？
新
餌
廬
書

通
典
新
稿
唐
書
地
理
志

新
唐
書
地
理
志

タ
ダ
下
二
聚
珍

ク
ル

タ
ダ
下
一
一

聚
ル

ッ
ク

ニ
ハ
臼
二
作
リ

ー
至
台
」
ト
ア
リ

１
１
１
本
作
至
台
廿
一

各
率
ト
イ
ハ
ズ
ジ
テ
元
本
ト

各
本
ト
イ
ハ
ズ
シ
テ
元
本
・
’
・

一一

て
、
四
庫
仝
１
　
本
は
こ
れ
に
よ
っ
て
っ
く
ら
れ
た
０
で
あ
ら
う

か
。
こ
の
想
像
を
助
け
る
の
は
、
前
述
の
ご
と
く
萌
本
に
は
校

語
に
江
本
、
浙
本
な
ど
異
本
を
明
記
し
て
ゐ
る
に
も
か
か
ば
ら

す
、
聚
珍
版
本
で
は
す
べ
て
こ
れ
ら
を
別
本
と
い
ふ
名
に
統
一

し
て
ゐ
ろ
と
と
で
あ
る
。
馮
本
の
孜
讃
を
み
る
に
、
江
本
、
浙

木
と
あ
っ
て
こ
そ
意
味
を
な
す
が
、
別
本
で
あ
っ
て
げ
企
く
意

味
を
7
1
・
さ
た
い
箇
所
が
少
く
た
い
。
果
し
て
し
か
ら
ば
、
萌
氏

が
そ
の
本
の
識
謡
に
「
係
従
宋
刻
草
本
抄
得
浙
」
と
栃
し
て
ゐ

ろ
底
本
は
毛
特
・
の
本
に
ほ
か
た
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

　

し
か
し
問
題
に
な
ろ
の
は
、
四
庫
全
書
は
乾
隆
四
十
六
年
に

は
完
成
し
て
を
り
、
馮
本
九
域
志
が
最
初
に
校
刊
さ
れ
た
の
は
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㈲
四
ト
に
几
年
と
い
ふ
川
間
が
前
後
矛
盾
し
て
ゐ
一
万
こ
ケ
ピ
お

ろ
。
前
述
の
ご
七
く
、
も
ト
萌
木
九
域
志
が
央
曲
庭
ｏ
‥
収
も
壬

生
川
意
の
作
で
あ
っ
几
と
す
れ
ば
、
四
庫
仝
に
‥
木
こ
ニ
・
玉
づ
災

氏
に
よ
っ
て
っ
く
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
は
か
ら
た
い
Ｉ
呉
氏

が
壮
年
０
　
か
ら
京
師
に
似
寓
し
て
貴
顕
の
た
め
に
編
纂
院
宣
ｏ

下
う
け
を
し
て
ゐ
た
こ
ｙ
に
す
で
に
明
ら
か
’
じ
あ
る
か
ら
、
萌

爪
柵
が
翰
林
に
入
る
よ
り
以
前
、
何
人
か
い
依
頼
を
受
け
て
四

庫
企
書
の
た
め
に
九
域
志
を
校
定
し
た
と
浙
へ
ら
わ
た
い
で
も

ら
う
か
。
こ
こ
で
思
ひ
富
ろ
の
ぱ
、
萌
爪
折
の
兄
吃
柵
が
翰
林

に
提
訓
官
と
レ
て
凹
庫
全
Ｉ
肛
目
職
官
題
名
に
名
か
・
列
Ｌ
て
ゐ
る

こ
た
で
あ
る
。
そ
れ
に
０
　
　
１
軍
機
處
行
走
鴻
胎
寺
郷
今
任
汪
西

布
政
使
」
と
あ
る
。
馮
胞
柵
０
　
光
結
『
桐
郷
膳
志
』
（
谷
十
五

人
物
心
ｕ
ｕ
．
）

　

に
ょ
れ
ば
、
乾
降
こ
十
六
年
０
進
士
で
あ
っ
て
、

お
そ
ら
く
川
‥
庫
全
書
館
開
設
０
富
初
か
ら
こ
れ
に
関
係
し
て
ゐ

た
人
で
あ
ら
う
。
臭
蘭
庭
が
こ
の
人
の
請
ぴ
を
・
容
れ
て
九
域
志

か
校
定
し
、
そ
れ
が
四
庫
全
書
の
う
ち
に
採
川
さ
れ
た
も
の
と

一
広
想
像
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
は
考
澄
は
附
せ
ら
れ
す
、
校

訂
に
開
す
る
諧
資
料
は
す
べ
て
哭
氏
の
手
も
と
に
残
さ
れ
て
整

理
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

　

四
庫
企
占
完
成
０
直
前
に
川
‥
旅
常
に
入
り
、
さ
う
１
か
事
帖

に
精
通
Ｉ
て
ゐ
た
脂
唯
梧
が
こ
七
ご
Ｉ
く
そ
の
奇
料
を
災
氏
に

請
ひ
、
こ
れ
を
自
９
　
の
ク
い
‥
レ
１
　
　
い
で
睦
表
し
た
の
が
門
本
几
域

志
で
げ
な
い
の
だ
ら
？
几

　

一
回
武
英
肢
聚
珍
版
書
は
乾
降
三

十
八
年
か
ら
五
十
九
年
に
か
け
て
印
行
さ
れ
た
も
の
～
せ
ら
れ

て
ゐ
ろ
ふ
元
豊
九
域
志
州
こ
の
う
ち
何
年
に
印
行
さ
れ
た
か
は

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
萌
本
九
域
志
に
抽
刊
が
行
は
れ

た
乾
降
五
十
三
年
よ
り
以
前
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
つ
ぎ
に

聚
珍
版
人
に
瓦
域
志
に
附
や
ら
れ
た
提
要
に
は
、
「
近
峙
仏
果
梧

柁
刊
此
書
。
紅
谷
木
具
列
七
嶮
。
共
所
抑
亦
此
本
也
」
［
一
行

が
な
い
こ
こ
ご
あ
・
る
。
聚
珍
版
本
の
原
本
ぱ
い
ふ
ま
で
も
た
く

乾
降
四
十
六
年
に
完
成
―
穴
四
床
全
書
の
第
一
木
足
乙
突
淵
閣

乍
で
あ
る
。
そ
の
第
こ
木
ぱ
よ
四
ト
七
年
謄
寫
を
完
了
―
に
盛

京
Ｄ
突
洲
開
に
途
ら
れ
た
も
の
で
お
ろ
が
、
こ
の
文
洲
開
四
庫

企
書
本
の
九
域
ぶ
に
附
さ
れ
た
提
要
に
も
右
の
一
行
が
み
え
な

　
　

ヽ
’

　
　
　
　
　
　
　

⑩

い
こ
｛
よ
に
し
ふ
ま
窓
も
た
い
。
四
庫
全
山
‥
の
總
目
提
要
た
原
書

提
要
と
の
闘
の
繁
簡
優
劣
に
つ
い
て
は
す
で
に
注
目
さ
れ
た
と

　
　
　
　
　
　

⑨

こ
ろ
七
あ
・
つ
で
、
こ
の
】
行
の
ご
と
き
け
７

め
ら
れ
る
０
Ｉ
あ
る
。
一
髪
總
‐
提
要
二
百
巻
も
乾
隆
四
十
六
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年
一
態
の
完
成
を
告
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
０
後
ひ
き
つ
づ
い

て
改
訂
が
行
は
れ
、
こ
れ
が
武
英
殿
聚
珍
版
本
と
し
て
印
行
さ

れ
た
の
は
、
確
説
忽
年
時
は
わ
か
ら
な
い
が
、
乾
降
五
十
五
乍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図

か
ら
五
十
九
年
ま
で
の
こ
と
で
あ
ら
う
と
い
ぱ
れ
て
ゐ
る
。

　
　

右
の
「
近
時
馮
集
梧
云
々
」
の
一
行
が
み
ら
れ
る
０
０
　
、
ヽ
皆
に

　
　

こ
の
・
聚
珍
版
本
０
總
目
提
要
に
お
い
子
に
・
０
で
あ
る
、
こ
れ
は

　
　

翰
林
院
庶
吉
士
よ
り
や
が
て
編
修
に
す
す
み
依
然
四
庫
館
に
闘

　
　

係
０
あ
っ
た
馮
巣
梧
が
、
が
何
た
る
手
段
を
川
０
　
で
か
址
引
に

　
　

附
け
加
へ
た
も
の
に
相
違
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
分
０
功
績

　
　

を
後
世
に
傅
へ
ん
と
し
た
野
心
か
お
り
お
り
と
あ
ら
ぱ
れ
て
ゐ

　
　

る
で
ば
な
い
か
。
匹
集
毎
の
心
臓
の
強
さ
が
後
の
學
浙
か
ら
隨

　
　

分
と
露
骨
に
非
難
さ
れ
る
の
も
故
な
し
と
し
た
い
。

　
　
　

以
上
は
想
像
を
も
ま
じ
へ
た
鮎
が
あ
っ
て
、
潟
誰
大
し
て
は

　
　

完
全
を
つ
く
す
こ
と
ば
ご
き
た
か
つ
と
に
し
で
も
、
少
く
と
も

　
　

次
の
こ
と
ぱ
い
へ
る
と
思
ふ
。
も
し
馮
本
元
豊
出
域
志
が
見
蘭

　
　

庭
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
た
企
く
言
ば
ぬ

　
　

四
床
本
ワ
几
玖
志
も
や
げ
り
央
蘭
庭
０
手
に
な
っ
長
大
し
ふ
こ

　
　

し
て
従
っ
で
、
他
簾
梧
は
結
局
四
庫
本
九
域
志
を
ぬ
す
み
、
そ

　
　

の
校
定
の
功
を
自
分
に
蹄
し
た
の
み
か
、
提
嘆
に
Ｉ
ビ
そ
の
こ

1
5

　

と
を
書
き
加
へ
て
こ
れ
を
強
調
し
た
と
い
ふ
こ
ｙ
、
以
上
万
あ

３

　
　

る
）
し
か
し
馮
本
に
よ
っ
て
九
域
志
の
毛
１
　
０
影
抄
宋
刻
示
、

浙
水
（
新
定
九
域
志
、
た
だ
し
古
跡
は
な
い
）
、
江
本
り
療
形
が

わ
か
り
ヽ
呉
蘭
庭
の
精
魂
を
こ
め
た
孜
設
の
全
貌
を
う
抑
が
ふ

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
馮
集
梧
の
功
績
に
違
ひ
た
い
。

　

註
①

　

現
存
心
『
傅
是
桃
書
目
』
に
は
九
域
志
は
見
え
な
い
。

　
　

②

　

『
郡
帯
消
書
志
』
に
後
志
の
つ
い
て
ゐ
る
の
は
袁
州
本
で
あ
る

　
　
　

が
、
九
域
志
は
こ
れ
に
は
な
く
、
本
志
の
悠
二
下
に
「
九
域
志

　
　
　

十
悠
」
と
あ
る
の
み
で
新
荷
の
別
は
な
い
。
曇
州
本
で
は
悠
八

　
　
　

に
著
録
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
袁
州
本
と
同
様
で
あ
る
。

　
　

③

　

破
優
啼
叢
書
本

　
　

④

　

呻
揆
の
『
稽
瑞
信
書
目
』
に
、
元
豊
九
域
志
十
俗
五
珊
、
新

　
　
　

定
几
誠
志
十
谷
二
珊
と
あ
り
、
朱
ほ
の
『
朱
氏
結
一
息
書
目
』

　
　
　

（
を
二
）
に
元
豊
新
定
九
域
志
十
谷
計
二
本
と
あ
る
。
新
定
本
が

　
　
　

占
跡
の
條
だ
け
多
い
の
に
も
か
か
は
ら
ず
、
珊
数
が
少
い
の
は

　
　
　

文
字
が
小
に
し
て
密
な
る
が
た
め
で
あ
ら
う
。

　
　

⑤

　

油
芥
桃
秘
笈
本

　
　

⑥

　

朱
彝
淳
の
こ
の
考
へ
は
四
庫
提
要
も
受
け
つ
い
で
を
り
、
馮

　
　
　

集
松
本
九
域
志
孜
設
谷
１
　
。
陶
浙
路
防
州
の
條
に
も
、

　
　
　
　

按
張
１
　
雲
谷
雑
編
云
。
防
州
宣
和
中
始
改
呉
服
州
、
今
所
刊

　
　
　

ヽ
元
豊
九
域
志
乃
琵
易
防
州
呉
服
州
。
殊
失
体
書
之
旨
、
則
張

　
　
　
　

氏
所
見
者
乃
正
今
之
浙
本
。
然
今
本
標
首
栴
新
定
九
域
志
、

　
　
　
　

共
義
故
可
痢
存
也
。

　
　
　

と
の
べ
て
ゐ
る
。

⑩⑨⑩⑨③･:り

後
記
の
ご
と
く
馮
本
、
乾
匝
四
十
九
年
の
識
語
に
よ
る
。

洲
州
八
書
所
収

郭
伯
恭
『
四
庫
全
書
纂
修
考
乙
頁
一
〇
一

水
天
岡
書
誼
排
叩
『
文
側
閣
本
四
庫
全
書
提
要
い

郭
伯
恭

　

川
前
書
頁
二
。
一
六

川
前
書
頁
二
一
二
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